
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

由良地域の家庭では、昔から使われてきた“小鯛だし“。みそ汁や煮物は

もちろん、赤ちゃんの離乳食に用いるほど、慣れ親しんできた。 

由良の食文化を語るには欠かせない小鯛だしを知ってもらいたい、使って

もらいたい、その想いから始まった商品開発は、納得いくまで試作を重ね、

２年の歳月を経て、平成２６年にようやく商品化された。 

値がつかず、地域で消費されるほかは捨てるしかなかった小鯛は、漁師か

ら買取り、加工することによって有効活用され、雇用の場も創り出している。

 

海鮮レディース代表 和田光子さん 

小鯛の内臓を手早く

取り出す。 

 

裏表まんべんなく焼く。

いい香りが広がる。 

１袋６５０円(税抜き) 

小鯛だし活用メニューは、 

海鮮レディースが試作検討を重ね、

小鯛レシピ集を現在作成中 
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≪小鯛だし取扱店≫  山形県鶴岡市内にある産直 ： 産直あぐり、こまぎの里、庄内物産館 

小鯛だし使用メニュー提供店舗 ： 由良地域の民宿６軒、ミートデリカ・クドー、琴平荘、ラーメン居酒屋みさと、

山形県アンテナショップ“おいしい山形プラザ”２F YAMAGATA San-Dan-Dero

※ 由良地域の民宿６軒では、地域の味・伝統の味が堪能できる。 

  鶴
岡
市
由
良
地
域
は
、
由
良
海
岸
の
シ
ン
ボ
ル
で

あ
る
白
山
島
や
日
本
海
に
沈
む
夕
日
な
ど
美
し
い
景

観
に
恵
ま
れ
、
庄
内
地
方
の
代
表
的
な
景
勝
地
で
あ

る
。
ま
た
古
く
か
ら
漁
業
が
盛
ん
で
あ
り
、
日
本
海

の
豊
か
な
恩
恵
を
受
け
て
い
る
。 

由
良
地
域
で
は
、
観
光
客
減
少
に
よ
る
地
域
経
済

の
衰
退
、
漁
業
者
の
減
少
、
少
子
高
齢
化
が
加
速
し

て
お
り
、
危
機
感
を
募
ら
せ
た
地
元
の
有
志
が
中
心

と
な
り
、
平
成
21
年
に
由
良
地
域
協
議
会
『
ゆ
ら
ま

ち
っ
く
戦
略
会
議
』
を
設
立
し
、
地
域
活
性
化
を
進

め
て
い
る
。
豊
か
な
自
然
や
風
土
を
後
世
へ
残
す
と

と
も
に
、
生
ま
れ
育
っ
た
子
ど
も
達
が
、
魅
力
的
で

ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
「
由
良
」
を
体
感
し
、
そ
れ
を
発

信
す
る
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
に
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
を

目
標
に
、
日
々
活
動
し
て
い
る
。 

   

『
ゆ
ら
ま
ち
っ
く
戦
略
会
議
』
の
中
で
、
由
良
の

食
文
化
発
信
を
担
っ
て
い
る
の
が
、
漁
師
の
奥
さ
ん

や
娘
さ
ん
等
7
名
で
活
動
す
る
『
海
鮮
レ
デ
ィ
ー

ス
』
で
あ
り
、
地
元
で
捕
れ
た
魚
介
類
を
使
っ
た
新

メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
、
郷
土
料
理
の
普
及
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
小
学
校
高
学
年
、
中
学
生
を
対
象
に

し
た
魚
の
さ
ば
き
方
な
ど
の
実
習
や
体
験
教
室
も
好

評
で
、
そ
の
活
動
は
着
実
に
定
着
し
て
き
て
い
る
。

日本海 
112

由良地域 

345

 ７ 

☆加茂水族館 

鶴岡西

上池 

下池 
鶴岡 JCT 

羽前水沢 

羽前大山 

羽越本線 

三瀬 

白山島 

おそろいのエプロンと三角巾に身を包んだゆらまちっく海鮮レディース 

イカのさばき方 実習風景 

４


